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キッズサイエンススクール 2014

①夏の味覚を探求しようサマースクール

「親子の食育体験講座 食を学ぶキッチンサイエンス

~味覚と食感の実験マジック""J

実施担当研究員:高品 知典(生命科学部応用生物科学科准教授)

岡崎 渉 (生命科学部応用生物科学科教授)

開催日時:平成 26年 8月 9日(土曜日) 10:00"-'11: 30 

場 所:板倉キャンパス 3号館 l階調理実習室

対 象:近隣市町の小学生 (3"-'4年生)とその家族

参加者:46名

地活研実施担当研究員 :2名、 TA学生 :6名、

参 加 費 : 無 料

協 力:近隣自治体教育委員会

事業の目的

本講座は、小学校生徒への食育支援活動の一環として、身近な地場野菜に加熱、凍結などの調

理をした時の色、形、固さ、香り、味などの変化を観察・体感し、野菜への興味を高めてもらう

ことを目的とした。また、親子で力を合わせて野菜を調理することによって、親子のコミュニケ

ーションの機会を提供することも併せて目的とした。

事業実施内容

食育支援活動の一環として、身近な地場の野菜を取り上げ、その特性や調理法による食味・食

感の違いなどを体験講座(理科・技術家庭科、生活科などと関連した内容)として実施した。具

体的には、玉ねぎ、大根などの野菜を加熱調理することによる外観・食味・食感の変化を観察記

録し、その理由を考える取り組みを行った。器具は主として一般家庭の台所で、使っているものを

用い、帰宅後に再度実験できるように工夫した。終了後の解説では、変化の理由だけでなく、野

菜と伝統食品、発酵食品との関わりについてもふれた。代表者の高品は、板倉町食育推進事業推

進委員(学識経験者)および板倉町食育推進事業指導法検討委員(学識経験者)を 2年間務めた

経験があり、食育の重要性も合わせて伝えた。今回は近隣市町の教育委員会の協力を仰ぎ、小学

校と連携して子供と家族が参加できる「親子の食育体験講座」として実施した。

事業の成果

参加者へのアンケートでは、「実験の内容」についての設問では 85%以上の生徒が「とても面

白かったJI面白かった」と答え、「説明」についての設問では 90%以上の生徒が「とてもわかり

やすかったJIわかりやすかった」と回答していた。このことから、実験内容を理解し、身近にあ

る食材の変化を楽しんで体験していただけたと考えている。また、アンケートの白由記入欄には、

「意外だったJI家ではやらないことができて楽しかったJI他の野菜でも試してみたい」等の感
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想、が寄せられていたことから、さらなる興味や好奇心が引き出されたと思われた。同伴者からは

「お盆前の土曜日の午前中で参加しやすいJI自由研究に生かせる」等の感想をいただし、た。

今回は小学校を通して、小学生と家族が参加できる「家族同伴の科学実験講座」として開催し

た。親子や兄弟姉妹で手順を確かめあったり、協力して野菜を切ったりする姿が随所に見られ、

家族で力を合わせて実験するというコミュニケーションの機会を提供することも十分に達成でき

たと考えられる。前回に引き続き父親と思われる男性の参加が多く、開催日が 8月の土曜日であ

ったことが良かったと思われた。

改善点および今後の展開

開催時期については、昨年度開催した際に同伴者から夏休み前半を希望するとしづ意見があっ

た。学校から出ている夏休みの課題に役立てたいということであろう。そこで今回は開催日を 8

月第 2週の土曜日とした。大学は定期試験期間中であり、万が一参加者が怪我をしても医務室が

開室しているため対応できるという観点から設定した。 40名以上が参加したことを考えると、適

切な日程で、あったと考えられる。今後も小学生対象の実験講座を開催する場合には考慮すべきで

あろうと考えている。

謝辞

本講座は近隣市町の教育委員会の協力を仰ぎ実施された。関係各位にこの場を借りてお礼を申

し上げたい。今後、また機会があればこのような講座を企画したいと考えている。地域の皆さん

への教育貢献の一助となれば幸甚である。

(実験講座当日の様子)
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(実験講座当日の様子)
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キッズサイエンススクール 2014

②夏休みの宿題これでばっちりサマースクール

「台所でできる科学実験講座 遺伝子って何?DNAを見てみよう」

実施担当研究員:高品 知典(生命科学部応用生物科学科准教授)

岡崎 渉(生命科学部応用生物科学科教授)

開催日時:平成 26年 8月 9日(土曜日) 14:00"-'15:30 

場 所:板倉キャンパス 3号館 2階学生実験室

対 象:近隣市町の中学生(1"-'3年生)とその家族

協 力:近隣市町教育委員会等

参 加 者 :4名

地活研実施担当研究員:1名、 TA学生:1名、

参加費:無料

協 力:近隣自治体教育委員会

事業の目的

理科離れの傾向が著しい中学生を対象に、理科実験を通じて理科学習の楽しさを体験してもら

い、知的好奇心を引きだすことを目的とした。難しいと考えられがちな理科の実験を“自ら手作

業で"行うことで楽しさを感じてもらうことにより、興味を持たせるきっかけとなることが期待

された。また、親子で力を合わせて実験を進めるというコミュニケーションの機会を提供し、咋

今指摘されている親子の会話・ふれあいの不足を解消する一助となることも併せて目的とした。

事業実施内容

「遺伝」、「遺伝子j などの言葉は普段から見聞きしているが、実際に遺伝子によって親の性質

がどのように子に伝わっていくかということを正しく理解することは難しい。

この実験講座では、こうした内容をわかりやすく説明した後に、ブロッコリー・玉ねぎ・バナ

ナなど身近にある果物や野菜から実際にDNAを抽出する実験を体験した。器具は主として一般

家庭の台所で、使っているものを用い、帰宅後に再度実験できるように工夫した。また中学生にも

わかりやすい実験テキストを作成し、映像資料とともに解説することにより、容易に理解できる

ように努めた。本講座は近隣市町の教育委員会の協力を仰ぎ、中学校と連携して子供と家族が参

加できる「親子の食育体験講座」として開催した。

事業の成果

参加者へのアンケートでは全員が I(とても)面白かったJI (とても)わかりやすかった」と回

答したことから、実験についての理解度、関心度が共に高かったと考えられた。また、アンケー

トの白由記入欄には、「貴重な体験ができたJI家でもやってみたい」等の感想が寄せられていた

ことから、満足感をもっていただけたと思われたO 同伴者からは「部活が休みになるので良い時

期JI一週間前の方が良しリ等の感想をいただいた。
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改善点および今後の展開

今回は参加者が 4名という大変少人数での開催となった。上述の小学生対象講座のアンケート

結果では適切な日程である旨の回答が多かったことを考えると、他に原因がある可能性が高い。

次年度、事業申請が承認された場合にはさらに工夫して、参加者の増加を望んで実施したい。

謝辞

本講座は近隣市町の教育委員会のご協力のもとで行われた。教育委員会ならびに中学校関係者

の皆様にこの場を借りてお礼を申し上げたい。今後、また機会があればこのような講座を企画し

たいと考えている。地域の皆さんへの食育支援の一助となれば幸甚である。

(実験講座当日の様子)
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(実験講座当日の様子)
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